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ポストコロナ時代における人口動態と社会変化の見通しに資する研究 
「外国人の国際移動および国内移動が地域人口変動に与える影響」 

 
研究分担者 中川雅貴 国立社会保障・人口問題研究所 

研究要᪨ 

 本研究ࡣ、日本における外国人の人口移動が地域人口の動向に与える影響

にࡘいて、ࡑの経時的変化と地理的差異に関する分析を行ࡗたࠋ分析に࠶た

いて、都㐨ࡘコロナ前・コロナ期・コロナ後（ᅇ᚟期）のྛ時期に、ࡣてࡗ

府┴および市区町村༢位の人口変動に対する日本人と外国人の人口動態の

影響を推ᐃしたࠋ人口移動にࡘいてࡣ、国際移動と国内移動の影響に分ゎし

た分析を行ࡗたࠋ 
 分析の結果、コロナ前とẚ較して、外国人の国際移動が地域人口に与える

影響ࡣ、コロナ後にࡣ 8 ๭以上の市区町村で拡大しているࡇとが明らかとな

外国人の国際移動による㌿入㉸㐣が、日本人、ࡣ特に東京都においてࠋたࡗ

の国内移動による㌿入㉸㐣とྠ⛬ᗘのつᶍに㐩しておࡾ、東京都の人口ቑຍ

を⥔ᣢする大ࡁな要ᅉの一ࡘとなࡗているࡇとが明らかとなࡗたࠋ一᪉、外

国人の国内移動にࡘいてࡣ地域差がẚ較的大ࡃࡁ、東京圏ࡸ໭関東でࡣ㌿入

㉸㐣が㢧ⴭで࠶るのに対し、ᐑ城、ᗈ島、ᒸ山、福ᒸな࡝地᪉都市圏の中᰾

┴でࡣ、㌿出㉸㐣の影響が相対的に大ࡁいという特ᚩが☜ㄆࡉれたࠋ 
以上の結果から、㏆年の外国人人口のቑຍࡣ国内人口移動の動向にࡶ影響

を及ぼしておࡑ、ࡾの影響ࡣ地域差を伴いながら、多ࡃの地域で新たな人口

変動要ᅉとして㢧在化し࠶ࡘࡘるࡇとが♧ࡉれたࠋ 
 

㸿．研究目的 
 国際人口移動および外国人人口の動向が

日本の人口動態に与える影響が拡大する一

᪉で、外国人の人口移動が地域人口の変動

に与える影響にࡘいてࡣ、༑分に᳨ドࡉれ

ていないࠋ本研究ࡣ、外国人の国際移動お

よび国内移動が地域人口の動向に与える影

響にࡘいて、ࡑの経時的変化と地理的差異

に関する分析を行ࡗたࠋ 
 

㹀．研究᪉法 
 分析の対㇟とする期㛫2018ࡣ年1月から

2024 年 12 月ࡲでの 7 年㛫でࡇ、ࡾ࠶のう

ࡕ 2018 年 1 月から 2019 年 12 月ࡲでの 2
年㛫を「コロナ前」、2020 年 1 月から 2021
年 12月を「コロナ期」、2022年 1月から 2024
年 12 月を「コロナ後（ᅇ᚟期）」とするࠋ

ྛ期㛫にࡘいて、都㐨府┴および市区町村

༢位の人口変動に対する日本人と外国人の

人口動態の影響を推ᐃし、人口移動にࡘい

てࡣ国際移動と国内移動の影響に分ゎする

ᡭ法を用いたࠋ分析に際してࡣ、「ఫ民基本

ྎᖒ人口移動報࿌」、「ఫ民基本ྎᖒに基࡙

人口、人口動態及び世ᖏ数調査」、「出入ࡃ

国⟶理⤫計」によるྛ年ࢹーࢱを用いたࠋ 
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㹁．研究成果 
コロナ前とẚ較して、外国人の国際移動

が地域人口に与える影響ࡣ、コロナ後にࡣ

8 ๭以上の市区町村で拡大しているࡇとが

明らかとなࡗたࠋ特に東京都においてࡣ、

外国人の国際移動による㌿入㉸㐣が、日本

人の国内移動による㌿入㉸㐣とྠ⛬ᗘのつ

ᶍに㐩しているࡇとが☜ㄆࡉれたࠋ一᪉で、

外国人の国内移動にࡘいてࡣ地域差がẚ較

的大ࡃࡁ、東京圏ࡸ໭関東でࡣ㌿入㉸㐣が

㢧ⴭで࠶るのに対し、ᐑ城┴、ᗈ島┴、ᒸ

山┴、福ᒸ┴といࡗたྛ地᪉都市圏の中ᚰ

的な┴で㌿出㉸㐣の影響がẚ較的大ࡁいと

いう特ᚩが☜ㄆࡉれたࠋ 
 
㹂．結果の⪃ᐹ 

日本国内の大༙の地域でࡣ、㧗㱋化の㐍

展に伴う⮬↛減の拡大によࡾ人口減少がຍ

㏿しておࡾ、地域人口変動に༨ࡵる人口移

動のᐤ与ࡣ相対的にపୗしているࠋ一᪉、

コロナ⚝後の国際移動のᅇ᚟を⫼ᬒとして、

外国人の人口動態の影響が一ᒙ拡大してい

るࠋ外国人の国内人口移動の動向およびࡑ

の影響の地域差にࡘいてࡣ、㞠用ᶵ会の地

域的೫在にຍえて、日本国内でのᐃఫ志向

のᙉい外国人๭合のቑຍな࡝、ྛ地域にᒃ

ఫする外国人の特ᛶが཯ᫎࡉれているྍ⬟

ᛶが࠶るࠋ 
 
㹃．結論 

㏆年の外国人人口のቑຍࡣ、国内人口移

動の動向にࡶ影響を及ぼしておࡑ、ࡾの影

響の地域差を伴いながら、多ࡃの地域で人

口変動要ᅉとして㢧在化し࠶ࡘࡘるࠋ௒後

の地域別の人口動向を見通すうえでࡶ、新

たな変動要ᅉとしての外国人の国内人口移

動の影響を⪃៖する㔜要ᛶが㧗ࡗࡲているࠋ 
 
㹅．研究Ⓨ表 
 １．論ᩥⓎ表 

・中川雅貴「国内人口移動」国立社会

保障・人口問題研究所（⦅）『人口と

社会：ࢹーࢱでㄞみゎࡃ世⏺と日本』

日経༳ๅ，pp.117-136.（2026 年 3
月） 

 
２．学会Ⓨ表 
 ・中川雅貴・小池司朗「コロナ⚝におけ

る人口移動の変化とࡑの要ᅉ ʊ「第㸷

ᅇ人口移動調査」の結果による分析 
ʊ」日本人口学会 第 78 ᅇ大会（福ᒸ

大学）（2025.6.7） 
 ・NAKAGAWA Masataka, KOIKE Shiro, 

FUJII Takiko “Geographical Distributions, 
Internal Migration and the Impacts on 
Local Population Dynamics of Foreign 
Population in Japan: Pre- and Post- 
Pandemic Patterns”, 30th International 
Population Conference（࢜ーストラࣜ

 ス࣋ン）（2025.7.14）ࣜࣈ・࢔
 
 
㹆．▱的財⏘ᶒの出㢪・Ⓩ㘓状況 
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